
 

※ ＦＡＸ・メールにより提出される場合は、送付される前に議会事務局まで電話連絡をお願いします。 

※ ＦＡＸ：２３－５０１５   mail：giji@city.satsumasendai.lg.jp 

総括質疑並びに一般質問通告書 

令和 7 年 第 2 回 薩摩川内市議会定例会  

受付日時  令和   年   月   日   午前・午後  時  分 

受付方法  持参・ＦＡＸ・メール      聞き取り 

発言順位      番           抽選番号     番 

６番 氏名 宮野健一 予定時間 ３５分 

質
疑･

質
問
の
方
式 

☐ 一問一答方式 

☐ 一括質疑・一問一答併用方式 

※ 初回は一括質疑、２回目の質問から一問一答 

☐ 一括質疑・一括答弁方式 

※ 従来どおり 

☐ タブレット専用台を使用したい 

☐ 書画カメラを使用したい 

☐ 物品を持ち込みたい 

☐ 資料等印刷物を配付したい 

※ 質疑・質問事項及び内容（具体的に御記入ください。） 

2 甑島航路の課題等について 

（2）新造船の開発体制等について 

 ア 次期高速船に関する新船への更新時期など建造に関わる構想等はあるのか伺う。 

イ 新船の建造等に際しては、利用者の声を反映する開発体制が必要でありかつ当局も開発に

積極的に関与していくべきであると考えるが当局の見解を問う。 

（3）甑島航路のＢＣＰについて 

昨年１０月に発生した屋久島航路の長期運休に鑑み、今後甑島航路においても同様な事態が

生起する可能性は否定できないが、そのような際の対応要領は事前にＢＣＰとして検討されて

おくべきものと考える。 

ア 現在のフェリードック期間の対応と課題並びに運休が半年等の長期に及ぶ場合の影響、課

題は何か。 

イ 運休が長期に及ぶ場合の代替プラン（臨時船のチャーター、コスト負担等）は県及び甑島

商船と検討されているのか。 

3 地方自治における正義とは何か 

（1）一般論として行政が施策実施の可否を決定する場合、メリットとリスク（デメリット）は

重要な判断基準の一つになると考えられるが、施策遂行にともなうリスクをどのように考え

ているのか当局の見解を伺う。 

（2）前の平展望所のライブカメラ画角設定にかかる当局のリスク等に関わる判断は現地の状況、

住民の声などを適切に評価したうえでのものか見解を問う。 

備 考 発言順位は、通告日の抽選による順位とする。 


